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行事を通して、仲間との絆を深めあった第４ステップ 

 １０月半ばから始まった第４ステップでは、たくさんの行事を行うことができました。全力で取

り組み、学級・学年の絆を深めあった運動会。練習を繰り返すことで力が付き、楽しさが増すこと

や、全力で取り組むためには、学級が一つにまとまることが大切であること、全力で取り組めば勝ち

負けに関係なく充実感が味わえ、心も体も成長できることなど、多くの学びを得られ、子どもたちの

笑顔があふれました。 

また、学習に落ち着いて取り組めたのもこの第４ステップでした。１１月には、５年２組（総合的

な学習：安八郡各種研）・６年１組（社会：全校研究会）で、１２月には６年２組（国語：全校研究

会）で、公開授業を行い、授業のねらいに向かって子どもたちが一生懸命学ぶ姿を見ていただきまし

た。また、調べ学習、授業に使う資料の配付・書き込み、授業のまとめを書きためるなど、「タブレ

ットを文房具のように使いこなす」ことが進んできたのも、今年の大きな成果です。 

さらに、学年ごとに学校を離れての学習や、地域の方や外部の様々な機関と連携して講師を招い

ての出前講座など、工夫しながら進めることができました。 

 大きな事故もなく冬休みを迎えることができますことに深く感謝申し上げます。どうぞ、新しい

２０２４年をお健やかにお迎えください。  

 

 人権意識を高めて、安心して生活できる結小学校に 

結小学校では、人権週間の取組を行い、学校内で仲間のよさを見付け

たり、仲間に温かな気持ちで接したりすることを大切にした「ふわふわ

言葉・ふわふわ行動」の取組を年間を通じて行っています。 

１２月１１日の「人権 ひびきあい集会」に向けて、今年は、仲間の

心が温かくなるような言葉や行動をしたり見つけたりする「ふわふわギ

フトキャンペーン」を行いました。各廊下に貼られた用紙には、たくさ

んの「ふわふわギフト」に、温かな子どもたちの思いが綴られています。 

「一緒に遊ぼうと誘ってくれて、ありがとう。」 

「算数の時に、分かりやすく教えてくれて、ありがとう。」 

「トイレスリッパを揃えていたので、まねしたいです。」など、仲間の

温かい言動に優しさを感じたり、仲間のよい姿に素直に感動したりな

ど、相手を大切にできる子どもたちが増えて大変うれしく思っています。 

集会当日は、学校運営協議会の皆様にも参観していただく中、始めに各学年の人権宣言と取組の 

発表がありました。そして、今年は計画委員会から、結小学校人権宣言を策定する提案があり、その

後、各学年からの意見を集約して、以下の５つの宣言が完成しました。 

【結小学校 人権宣言】 『だれもが過ごしやすい学校にしよう』 
 ①進んで挨拶をします。挨拶を返します。   ②「さん」をつけて名前を呼びます。 

 ③「ふわふわ言葉・ふわふわ行動」をします。 ④みんなで使う物を大切にします。 

 ⑤誘い合って、なかよく遊びます。 

 ★自分で学ぶ子   

★仲よく助け合う子      

  

  

★自分できたえる子 

ふわふわギフトの掲示 



今後は、年間を通して【結小学校 人権宣言】を大切にしていきたいと思います。 

しかし、まだまだ成長途中の子どもたちは、自己中心的な言動となる場合があります。そんなとき 

には、学校では話をよく聞いて状況や思いを確認し、子どもと一緒になって考え、解決できるように

しています。ご家庭でも、お子さまと向き合い、叱るだけでなく思いを聞きながら「こうするとよか

ったね。」「こんな伝え方をするといいよ。」と諭して、その後の子どもの変容から成長を見届けて

いただきますようお願いします。 

ご心配なことやお困りのことがありましたら、学校へご相談いただき、よりよい解決策をともに

考えていきたいと思っています。学校と家庭で協力しながら子どもを大切にした環境づくりをして

いき、子どもの健やかな成長につなげていきたいと願っています。 

 

 漢字・算数まとめとテストで基礎力の定着を 

 １２月の第１週に、全学年で漢字・算数まとめのテストを行いました。８０点以

上が合格とし、一度で合格できなかった子も、合格を目指して粘り強く取り組んで

いました。テストの前には、全校集会で子どもたちに、以下のような話をしました。 

漢字は繰り返し正しく書くことが大切です。書きながら、読みを声に出すと、耳からも勉強でき

てよく覚えられて、効果的です。 

算数では、今回から文章問題で自分で式をつくって答えを出す問題、算数の大切な言葉などの意

味がわかっているかを確かめる問題も出します。わけは、計算は算数の学習のほんの一部分で、算

数の学習では、考え方など、その他に大切なことが多いからです。そこがわかっていることが大切

です。算数は、積み上げの教科と言われ、今の学年で学習していることが、次の学年の算数の学習

につながります。だから、しっかりできるようになってほしいのです。 

 今後も、授業でよりよい学び方を指導していきます。ご家庭での見届け、励ましをお願いします。 

 

家族のふれあいを大切にした冬休みに・・・ 

 ２７日から始まる１３日間の冬休みは、年末年始を挟

む楽しいお休みです。家族揃って、新しい年を迎える準

備をしたり、１年に一度しか行わないような日本の伝統

的な行事（もちつき・しめ縄飾り付け・おせち作り・書

き初めなど）も数多くの経験をしたりできる貴重な機会

です。子どもたちも家族の一員として働く機会がたくさんあります。 

しかし、冬休みは、親戚との行き来で楽しい時を過ごすとともに、テレビの特別番組も多く、つい

つい夜更かししがちです。健康づくりは、「早寝・早起き・朝ご飯」からです。規則正しい生活で、

元気に新年を迎えてほしいと願っています。短い休みですが、ぜひ家族との会話やふれあいを通し

て、家庭生活の楽しみを見付けられるようにしていただけるとありがたいです。何かお困りごとが

あれば、学校へご連絡ください。 

なお、１２月２９日～１月３日までは年末年始休業日のため、学校は閉庁しています。緊急の場合

は、学校携帯：０８０－３６３６－５４８１、教育委員会：６４－４３４２までご連絡ください。 

＜赤い羽根共同募金へのご協力ありがとうございました＞ 

１１月中旬に１週間、「赤い羽根共同募金」の呼びかけを行い、総額１４，３４３円の募金が集

まりました。１２月２２日に計画委員長の臼井さんが、社会福祉協議会へ目録を手渡しに行きまし

た。皆様の善意に感謝申し上げます。ご協力ありがとうございました。 


